
コーティングされた、斜形グレーティングをVirtualLab™の
プログラマブル媒体で作成します。さらにParameter Runにて
異なる配置における反射を解析します。  
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アプリケーション_G.007：

斜形グレーティングのコーティング
 



モデリング概要

コーティングされた
斜形グレーティング
周期：10 µm
厚み：10 µm
斜形角度：20°

ターゲット面

理想平面波 

照明

回折パターン

y 軸に回転



斜形グレーティングのパラメーター  
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α   – 斜形角度  
a/b   – フィルファクター  
d    – コーティング厚   
z   – グレーティングのZ-extension  
a+b   – グレーティング周期   

1 – 付加媒体  
2 – ベース媒体  
3 – コーティング媒体  



VirtualLab™におけるモデリング  

• コーティングされた斜形グレーティングは h(x)で定義できないため、
プログラマブル媒体としてモデリングする必要があります  

• サンプルファイルに保存された、”snippet G.007_Completely_Coated_Slanted_
Grating.snp”と言うモジュール・プログラムにて、斜形グレーティングの
表面形状をモデリングします。　このSnipetにて、グレーティング・
パラメーターも、定義されます。

 

 
• さらに、”snippet G.007_Partly_Coated_Slanted_Grating.snp”にて、

斜形側面にコーティングされてない斜形グレーティングをモデリング
可能です。  

• モデリングされた素子を厳密解析するためには、Grating Toolboxにて、
グレーティングにスタックします。

 



グレーティング・パラメーターの変更

プログラマブル媒体のEditダイアログにて、グレーティングのパラメーターの
編集が可能です
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グレーティング・パラメーターの変更  



グレーティング・パラメーターの変更  

結
果

 



コーティング層数と透過点の編集     

• 層数と透過点をセットする事により
コーティングを完成させます

• 設定をプレビューし、確認します：
Decomposition Preview



Cartesian Angles(デカルト角度）の可変

• componentダイアログのPosition / 
Orientationタブにて、Cartesian Angles
の可変が可能です

• Cartesian angle α を変更する
と言うのは、y 軸上に回転する
と言う意味です



Parameter Run (αの可変）

つづく



Parameter Run (αの可変)

つづく



Parameter Run (αの可変)

つづくデータ列をダブルクリック



サンプリング結果

• 入射波や入射角度
に対する反射次光
の方向を確認する
事が可能です



サンプリング結果 
• コーティングにより

透過次光は無視
します

 
• α角は、入射波に

対するグレーティング
配置を定義します。

従って、グレーティング
に対する入射波の
角度は、αの反対
角となります。

 

 



背面反射 α= + 70° 

• αof +70°の場合、入射方向に、強い反射が生じる事が分かります。
これは、斜形面に垂直に伝播される事を意味します。
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背面反射 α= -40°の場合

• αof -40°の場合、入射方向に強い背面反射が発生します。　これは
斜形の側面にて反射され、グレーティングのベース面に垂直伝播
されるからです。
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まとめ  

• VirtualLab™ により、ユーザー定義されたグレーティングの
回折の厳密シミュレーションが可能です。  

• ユーザー定義面と屈折率変調は、プログラマブル・インターフェース
とプログラマブル媒体にて、モデリング可能です。

 

• プログラマブル媒体はParameter Runにて可変可能な
全般的なパラメーターの定義を可能とします。
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